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（事例5）　電気機械器具製造業
　　　　　　　　　　　　‒ 予算措置の公平化に効果 ! ‒

1　規模

     787 名 ( 全社 4,000 名 )

2　リスクアセスメント等実施体制

3　リスクアセスメント等導入時期

  　平成 19 年 4 月

4　リスクアセスメント等導入のきっかけ

　　ヒヤリ・ハット事例の多発のため、本質安全化を図るために導入。

5　「危険性又は有害性の特定」で成功した事例又は苦労 ( 失敗 ) した事例

　　〈成功した事例〉

 (1)　リスクアセスメントを実施することにより、機械設備を具体的に特定し、

　　改善することができました。

 (2)　リスクアセスメントを実施して危険性又は有害性の特定を実施すること

　　により、ヒヤリ・ハット事例が作業者の不安全行動のみによるという思想

　　が一掃され、労使共に安全意識が飛躍的に高揚しました。

　　〈失敗した事例〉

　　当初、事務局としては、リスクアセスメントについての教育を十分行なっ

　たと考えていましたが、実際に各職場でリスクアセスメントを実施してみた

　ところ、職場によっては理解度が浅くリスク評価表にリスクの特定が記載さ

　れていたのみで、重篤度、可能性、頻度が未記入のものが散見されました。

6 　「リスクの見積り」で成功した事例又は苦労 ( 失敗 ) した事例

　　〈成功した事例〉

　　リスクの見積もりにより優先順位が明確となり、効率、効果的に各設備及

　び環境について対策を講じることが、可能になりました。

　　〈失敗した事例〉

　　リスクアセスメントを導入した当初は、同じ設備であってもリスクを全て

　軽微な災害と見積もる職場と全て重篤な災害と見積もる職場があり、事業場

　全体としてバラつきがあったことです。

実施体制 役職等

統括管理 総括安全衛生管理者

実施管理 安全管理者・衛生管理者

作業指揮 安全管理者ほか
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7　「リスクアセスメント実施状況の記録と見直し」で成功した事例又は苦労

　 ( 失敗 ) した事例

　 〈成功した事例〉

　　リスクアセスメント実施状況の記録と見直しを実施することにより、各職

　場の職長等が他の職場のリスクアセスメント実施状況を確認することが出来、

　各職場が積極的にリスクアセスメントを実施する様になりました。

　 〈苦労した事例〉

　　各職場から一度に膨大なリスクアセスメント実施状況が提出され、事務局

　が繁忙を極めたことです。

8　 リスクアセスメントの効果

　　労使共に安全衛生に対する意識が高揚し、一致協力して機械設備のリスク

　の低減と労働災害を防止しようとする気運が高まりました。

　　予算措置を公平にすることができるようになりました。



‒  29  ‒



‒  30  ‒



‒  31  ‒



‒  32  ‒




